公益社団法人 自動車技術会 関東支部学生自動車研究会
第8回 学自研学生委員会 議事録
2013年11月23日
1．概要 

日  時：2013年11月23日(土) 10:00～12:00 

場  所：日本大学理工学部 駿河台校舎7号館 751室
参加者：

神奈川工科大学

三木・宮本


関東学院大学

早乙女


工学院大学

只野・長澤
国士舘大学

中山
芝浦工業大学

廣兼
東京大学　　　　　　　　酒井
東京都市大学　　　　　　佐口
東京電機大学　　　　　　寺岡
東京農工大学

青木・帷子
日本大学生産工

平野・深澤
日本大学理工　

中島
横浜国立大学

鈴木・宮澤
 (大学名50音順・敬称略・OP会員略)
2．配布資料
・事前資料
・企画報告書（ジヤトコ工場見学会）
・企画書1種（戦車体験搭乗）
3．議題
3.1 企画報告　※報告書参照
（1）ジヤトコ工場見学会
・中部支部の方にも参加して頂いた．
・先輩との話では未来のCVTについて話をした．
・参加人数が少ない問題があった．
・都心から離れる企画（開催地が遠い）の場合は他の支部の呼びかけもしたほうが良い．
・静岡理工大学にも呼びかけをすればよかった．
（2）東京モーターショー　※報告書は来月の委員会
プレス日
・各自，自由行動で取材を行った．
・プレスデー1日目では速報版を記載した．
・速報版のテーマと内容が一致してない部分があるので，完成版を11月末に完成させる．
・他支部の方にも参加して頂いた．
・もっと早期に告知をかければよかった．
特別招待日
・学自研委員の人以外の自技会学生会員も参加した．
・ＵＤトラックスでは，デザイン担当の方に説明して頂いた．
・環境問題に対してハイブリッドが最近のトレンドであることがわかった．
・トラックの生産管理が重要であることがわかった．
・ムービングキットというサービスを展開することが分かった．
（3）タイ国際交流　※報告書は来月の委員会
・バンコクの空港で出迎えてくれた．終日タイの学生が案内してくれた．
・オートチャレンジの見学，ホンダR＆Dの見学に行った．
・TSAEの学自研と1月，5月，10月で会議を開く予定．
・見学の際にタイの学生の質問内容のレベルが高かった．
・プレゼンの資料の遅れがあった．
3.2 今年度の企画に関して
（1）二輪車研修
・16人参加予定
・2名キャンセルがでた，先方には連絡済．
・再度参加者を集める〆切は月曜午前中まで
・自技会委員13名（補助金：39000円）
・関根先生が土曜日参加できないので，加藤理事が土曜日に行く予定．
(2) アライヘルメット
・7人（内企画担当者5人）
・再度募集をかける．
・20人上限
・公共交通機関をなるべく使うこと．
・全員がどの様に来るのか聞くこと．
(3) 東京オートサロン
・横国の鈴木さんが企画担当
・金曜日の特別招待日（10名分のチケットが頂ける）
・会場内はグループ移動
・着眼点はどこか→元々の目的，動機
・尖がった技術をどう利用するのか．（夢と現実の中間点）
・12月1日から21日まで募集をかける予定
(4)タイヤ工場見学
・11月28日に中島先生と打ち合わせ見たいものをピックアップ
→先方のレスポンスを受け，学生間で連絡，年内にFixできるか
・見学内容に関しては一般タイヤとF1タイヤの違い，免震ゴム，合成ゴムから天然ゴムに回帰した理由を重点に置く．
・年内に募集をかけられるようにする．
(5)Ｆ１講演会
・目的，概要を決め企画書を書く
・候補日を出す→3/22，3/21，3/1（2月の学生委員会）
・一般では聞けない体験談や裏話を聞く予定
3.3 学術講演会に関して
・今までは知名度確認を行い参加したい企画を計画していたが活用できていない部分がある．
・今回は今後企画についての情報伝達がどうなっているのか知りたい．
・知りたい情報目的からトップダウン的に決めるとよい．
・過去のアンケートのチェック，Webサイトのアクセス数を
・次年度以降，　ＰＤＣＡを回すにはどんなアンケートがいいか
【ポスターに関して】
・今年度企画：1枚
・国際交流：２枚
・学自研活動のプロセス紹介：1枚（モーターショーが例）
・学自研活動の紹介：1枚，見学会フォーラム（ジャトコ），体験（二輪車研修）
3.4　次回委員会について　
日時：2013年12月14(土) 
場所：工学院大学新宿キャンパスを予定（後日委員長より連絡）
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